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本
委
員
会
（
小
川
一
成
委
員
長
）
は
、
通

学
児
童
生
徒
な
ど
を
事
故
や
事
件
の
被
害
か

ら
守
り
、
暮
ら
し
の
中
の
安
全
と
安
心
を
一

層
高
め
る
た
め
の
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
行
う
た
め
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い
、

通
学
路
と
通
学
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
特

化
し
た
委
員
会
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
第

一
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
の
第
一
回
委
員
会
以
降
、
九
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
現
地
調
査
や
参
考
人
か
ら

の
意
見
聴
取
の
他
、
国
に
対
し
意
見
書
の
発

議
を
決
定
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
議
と
平
行
し
て
、
「
で
き

る
も
の
か
ら
す
ぐ
に
や
る
」
と
の
方
針
の
下
、

全
庁
を
挙
げ
て
早
急
な
対
応
が
行
な
わ
れ
た

結
果
、
小
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
対
策
が

必
要
と
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
う
ち
、
対
策
内

容
が
未
定
で
あ
っ
た
箇
所
は
、
年
内
に
全
て

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
対
策
の
実
施
は
こ
れ
か
ら
で
あ

り
、
多
く
の
交
通
危
険
箇
所
が
残
さ
れ
て
い

る
た
め
、
一
日
も
早
く
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
障
害
者
や
高
齢
者

な
ど
、
地
域
の
生
活
者
の
安
全
確
保
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
を
整
え
る
と
い
う
、
ま
さ
に
行
政
の
最
優

先
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
茨
城
県

に
住
み
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
全
国
に

誇
る
安
全
な
県
と
す
る
た
め
、
「
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
、
で
き
る
こ
と
は
全
て
や
る
」

を
基
本
に
、
関
係
機
関
な
ど
の
連
携
に
よ
り

実
施
し
た
緊
急
合
同
点
検
の
対
策
必
要
箇
所

に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
三
年
以
内
を
目
途
に

全
て
の
対
策
が
完
了
す
る
よ
う
求
め
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
、

「
安
全
な
道
路
環
境
整
備
の
あ
り
方
」
、

「
安
全
教
育
の
あ
り
方
」
な
ど
四
つ
の
項
目

に
わ
け
て
多
岐
に
わ
た
る
提
言
を
ま
と
め
、

定
例
会
最
終
日
に
調
査
結
果
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
報
告
書
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

危
険
な
小
学
校
通
学
路
の
対
策
未
定
箇
所
を
全
て
解
消

通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会
（
小
田
木
真
代
委
員
長
）

は
、
平
成
二
十
五
年
第
二
回
定
例
会
で
設
置
さ

れ
、
第
三
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十

四
年
度
決
算
の
認
定
議
案
な
ど
に
つ
い
て
、
部

局
ご
と
の
部
門
別
審
査
と
全
部
局
を
対
象
と
し

た
総
括
審
査
を
実
施
す
る
た
め
、
計
七
回
の
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

部
門
別
審
査
は
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意

見
を
参
考
に
、
部
局
長
な
ど
か
ら
詳
細
に
説
明

を
聴
取
し
、
予
算
が
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
適
正
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か

と
い
う
視
点
を
基
本
に
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
、
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
」
に
つ
い
て
重

点
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
地

域
情
報
の
発
信
、
漁
港
な
ど
の
震
災
復
旧
工
事

の
実
施
状
況
、
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
の

推
進
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
及
び
決
算
は
、

そ
の
内
容
を
適
正
な
も
の
と
認
め
、
原
案
を
認

定
及
び
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、
定
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
年
間
の
委

員
会
の
調
査
活
動
を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
執
行
部
に

提
言
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

テ
ー
マ
「
訪
れ
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
地
域
づ
く
り
」

○
地
域
の
持
つ
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

○
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
誘
客
や
交
流
人
口
の
拡
大

○
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
効
果
的
な
情
報
発
信　

な
ど

防
災
環
境
商
工
委
員
会

テ
ー
マ
「
地
域
活
動
団
体
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
運
動
の
促
進
」

○
互
い
に
支
え
合
う
共
助
社
会
づ
く
り
の
推
進

○
地
域
で
活
動
す
る
多
様
な
主
体
の
交
流
促
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り　

な
ど

テ
ー
マ
「
地
域
商
業
の
活
性
化
」

○
消
費
者
や
地
域
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
支
援

○
地
域
商
業
を
担
う
人
材
確
保
・
育
成　

な
ど

保
健
福
祉
委
員
会

テ
ー
マ
「
少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進
」

○
高
齢
化
対
策
の
推
進
（
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
、

利
用
者
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

の
推
進
）

○
少
子
化
対
策
の
推
進
（
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
積
極
的
な
情
報
の
発
信
及
び
利
便
性
の
向
上
、
全
県
的
な
結

婚
支
援
の
展
開
）　

な
ど

農
林
水
産
委
員
会

テ
ー
マ
「
生
産
基
盤
の
保
全
整
備
と
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
通
じ

た
茨
城
県
の
農
林
水
産
業
の
振
興
」

○
農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
の
保
全
整
備

○
農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
多
様
な
販
路
の
開
拓

○
地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
山
漁
村
の
活
性
化
と
都
市
と
の
交
流

促
進　

な
ど

土
木
企
業
委
員
会

テ
ー
マ
「
住
み
よ
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
の
あ

り
方
」

○
道
路
、
上･

下
水
道
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

○
災
害
に
強
い
社
会
資
本
の
整
備
、
維
持
管
理

○
建
設
業
の
健
全
な
発
展　

な
ど

文
教
警
察
委
員
会

テ
ー
マ
「
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
学
校
教
育
の
充
実
」

○
基
礎
学
力
の
向
上
と
理
数
教
育
や
国
際
教
育
の
充
実

○
い
じ
め
及
び
体
罰
問
題
へ
の
対
応　

な
ど

テ
ー
マ
「
県
民
が
期
待
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
の
推
進
」

○
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
の
推
進

○
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
等　

な
ど

予
算
特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予

算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算
審

査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

山
岡　

恒
夫

副
委
員
長　

伊
沢　

勝
徳

委　
　

員　

海
野　
　

透

　
　

〃　
　

白
田　

信
夫

　
　

〃　
　

小
川　

一
成

　
　

〃　
　

川
津　
　

隆

　
　

〃　
　

福
地
源
一
郎

　
　

〃　
　

横
山　

忠
市

　
　

〃　
　

鈴
木　

亮
寛

　
　

〃　
　

石
田　
　

進

　
　

〃　
　

舘　
　

静
馬

　
　

〃　
　

村
上　

典
男

　
　

〃　
　

萩
原　
　

勇

　
　

〃　
　

志
賀　

秀
之

　
　

〃　
　

島
田　

幸
三

　
　

〃　
　

鈴
木　

定
幸

　
　

〃　
　

佐
藤　

光
雄

　
　

〃　
　

青
山　

大
人

　
　

〃　
　

江
田　

隆
記

　
　

〃　
　

臼
井
平
八
郎

　
　

〃　
　

井
手　

義
弘

　
　

〃　
　

大
内
久
美
子

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
議
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

常
井　

洋
治

副
委
員
長　

本
澤　
　

徹

       

委　
　

員　

葉
梨　
　

衛

          　
　

〃　
　

田
山　

東
湖

           　

〃　
　

藤
島　

正
孝

         　
　

〃　
　

西
野　
　

一

　
　

〃　
　

神
達　

岳
志

　
　

〃　
　

佐
藤　

光
雄

　
　

〃　
　

半
村　
　

登

　
　

〃　
　

高
崎　
　

進

情
報
委
員
会

　

情
報
委
員
会
は
、
県
議
会
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
き
、
公
文
書
の

開
示
決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
申

立
て
や
議
会
広
報
の
充
実
に
つ
い

て
の
調
査
な
ど
を
行
う
委
員
会
で

す
。

委 

員 

長　

荻
津　

和
良

副
委
員
長　

石
井　

邦
一

委　
　

員　

横
山　

忠
市

　
　

〃　
　

鈴
木　

亮
寛

　
　

〃　
　

宮
﨑　
　

勇

　
　

〃　
　

星
田　

弘
司

　
　

〃　
　

外
塚　
　

潔

　
　

〃　
　

齋
藤　

英
彰

　
　

〃　
　

川
口　

政
弥

　
　

〃　
　

田
村
け
い
子

監
査
委
員

　

県
民
代
表
の
立
場
か
ら
適
切
な

県
予
算
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
、

監
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

磯
崎
久
喜
雄

            

森
田　

悦
男

決
算
特
別
委
員
会

　

十
二
月
二
日
に
茨
城
県
議
会

の
永
年
在
職
議
員
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
議

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

二
十
年
在
職　
　
　
　

  

田　

山　

東　

湖　

議
員

永
年
在
職

議
員
表
彰

常
任
委
員
会
提
言（
要
旨
）

特
別
委
員
会
な
ど
の
新
人
事

十
五
年
在
職　
　
　
　

  

臼　

井　

平
八
郎　

議
員

十
年
在
職　
　
　
　

  

錦　

織　

孝　

一　

議
員

　

福　

地　

源
一
郎　

議
員

　

荻　

津　

和　

良　

議
員

　

伊　

沢　

勝　

徳　

議
員


